
 2031年3月期事業計画　  2022年3月期実績

100億円

500億円 1,000億円 1,200億円

50億円

【営業利益】

【売上収益】

安定成長・ 
収益拡大

成長強化と 
高収益事業への転換

高収益事業への転換
・コスト構造改革
・不採算事業の対処

・不採算事業の対処
・コスト構造改革
・新規M&A

（ピーチ・ジョン） 
インナー売上

（国内ワコール）
非インナー売上

（その他事業）

（海外事業） 
インナー売上

（国内ワコール）
インナー売上

営業利益率
10%ライン

120億円

「VISION 2030」事業ポートフォリオ  

国内ワコールにおける 
非インナー売上拡大  

健康領域の事業拡大へ挑戦 
（新規事業、M&A） 

売上収益200億円  
営業利益率10%

主力事業での 
高収益化を実現  
（構造改革・ 

不採算事業の対処） 

営業利益率  
8～10% 
水準の確保

欧米事業を 
成長ドライバーに位置づけ 
海外事業（非連結除く） 

計画値 

売上収益1,080億円 
営業利益率10%

健康領域の事業拡大
（新規事業、M&A）
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要請に応える × コミットメント

革新的な視点で新たな価値を生み、 持続的成長を実現する 

当社グループは、経営理念の実践に向けて、自社が抱える事業課題やお客さまの価値観、社会・環境の変化を見据えつつ、長期的なゴー
ルからのバックキャスティングにより、2030年に向けたグループの将来ビジョンを示す「VISION 2030」を策定しました。「VISION 2030」
では、「高い感性と品質で、ひとりひとりのからだとこころに、美しさと豊かさを提供し、『世界のワコールグループ』として進化・成長する」こと
を中長期的に目指す姿として掲げており、以下の取り組み項目を通じて、持続的な成長と企業価値の向上を実現させていきます。 

V I S I O N   2 0 3 0

2023年3月期計画
（中期経営計画初年度）

2025年3月期計画
 （中期経営計画最終年度）

2031年3月期
（VISION 2030最終年度）

売上収益 2,050 2,200 2,700 
　　国内事業　売上収益　※国内事業ワコール、ピーチ・ジョンなど合算　対売上収益 1,349 　65.8% 1,332　60.5% 1,620　60.0%
　　海外事業　売上収益　対売上収益 701　34.2% 868　39.5% 1,080　40.0%
（参考）非連結合弁会社含むグループ売上収益 – – 3,400 
事業利益 70 160 270 
事業利益率 3.4% 7.3% 10.0%
親会社の所有者に帰属する当期利益 55 125 210 
ROE – 6.0% 10.0%
株主資本 – 2,100 2,100

「VISION 2030」計画数値  

2023/3期 2025/3期 2031/3期
（VISION 2030最終年度）

2,050億円 2,200億円

2,700億円

70億円 160億円 270億円

 売上収益　  事業利益

・グローバル成長の実現
・提供価値の進化・事業領域拡大
・多様な人材が活躍する風土醸成

・営業利益率・ROE10%水準
・ マテリアリティ（重要課題）の解決 
（環境・社会課題への対応強化）

期待を創る 要請に応える

・役員報酬制度の継続的改善
・取締役会の役員構成の最適化
・資本構成の最適化

コミットメント

主要取り組み項目    

「VISION 2030」経営戦略   

国内の収益性向上と事業領域拡大 

国内における着実な成長と、
健康領域での新規事業創出 

  CX戦略の推進を通じた国内市場シェアの回復 
  「美・快適・健康」分野における事業領域の拡大 

グループ経営力の強化　 

グループガバナンスの強化、 
多様性のある人材育成と活用 

国内外の技術・生産・R&D拠点の整備 

  品質基準の再定義、縫製工場のスマートファクトリー化、 
生産・輸送効率の追求 

海外事業の拡大と高収益構造への変革 

既存進出エリアの拡大維持と、
欧州やインド市場での成長

  デジタルマーケティングの強化による新規顧客の獲得 
  CRM強化による既存顧客のロイヤル化 
  新規市場におけるブランド投資の強化 

資本効率の高い経営への転換 

資本コストを上回るROEの
継続的な創出 

ステークホルダーへの価値配分の最適化 

  ROE10%、資本構成の最適化への取り組み 

サステナビリティ 
経営の推進

「VISION 2030」は、「経営戦略」、2030年までに解決を目指す「マテリアリティ（重要課題）」、「役員・従業員の行動指針（アクション）」の 

3つの要素で構成されています。
　経営戦略では、「国内の収益性向上と事業領域拡大」「海外事業の拡大と高収益構造への変革」「グループ経営力の強化」「資本効率の高
い経営への転換」の4つの項目を重点戦略として掲げています。各戦略の実行を通じて、事業の拡大や収益性の向上、経営基盤の強化な
どに取り組み、社会課題の解決と持続的成長の両立を目指すサステナビリティ経営を推進していきます。

（億円）



 カーボンニュートラル（国内事業所）
 環境配慮型素材50%（（株）ワコール）
 製品廃棄ゼロ（（株）ワコール）
  Scope3 20%削減（ワコール事業（国内））
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要請に応える × コミットメント

V I S I O N   2 0 3 0

 女性管理職比率30%以上
 健康経営指標「GENKI計画2025」の達成
  マテリアリティの各KPIの開示 
（（株）ワコール）
 グループ会社におけるマテリアリティKPIの検討 

事業を通じた  
サステナビリティ 
への対応

サステナビリティ

ステークホルダーとの取り組みを強化

マテリアリティ解決に向けたプロセス策定

海外事業の拡大と  
高収益構造への変革海外事業

 海外事業の成長の実現
　・ 売上収益 1,080億円 
（インド市場70億円、ドイツ市場30億円）

　・営業利益率 10%

 海外事業売上比率 40%

欧州やインド市場での成長

 アジア地域の成長実現
　・売上収益 59億円（営業利益3億円）
　・新興エリアの拡大に向けた取り組み強化

  Intimate Online,Inc.（IO社）の黒字転換 
（2024年3月期目標） 

既存進出エリアの拡大維持

 既存事業の成長回帰（（株）ワコール）
　・既存事業売上収益 1,100億円
　・営業利益率 8%
　・国内シェア30%（2021年3月期～約6ポイント伸長）

 新規事業の育成（売上収益200億円）

国内の収益性向上と  
事業領域拡大国内事業

健康領域での新規事業創出

 既存事業の成長回帰（（株）ワコール）
　・自社EC 200億円
　・自主管理店舗売上40%

 新規事業創出への挑戦 

再成長の実現と構造改革の完了
「VISION 2030」 

 経営戦略

期待を創る
・グローバル成長の実現
・提供価値の進化・事業領域拡大
・多様な人材が活躍する風土醸成 

要請に応える
・営業利益率・ROE10%水準
・ マテリアリティ（重要課題）の解決 
（環境・社会課題への対応強化）

コミットメント
・役員報酬制度の継続的改善
・取締役会の役員構成の最適化
・資本構成の最適化

高い感性と品質で、 
ひとりひとりのからだとこころに、 

美しさと豊かさを提供し、

『世界のワコールグループ』
として進化・成長する

2025年3月期 
売上収益

2,200億円

事業利益
160億円
（7.3%）
ROE6%

2028年3月期
売上収益

2,500億円

事業利益
220億円
（8.8%）
ROE8%

2031年3月期
売上収益

2,700億円

事業利益
270億円
（10%）
ROE10% 

ロードマップ

 提供価値の継続的な進化と、  
非連続成長の実現に挑戦 
 ・ 「3Dボディデータ」「研究・開発成果」 
「従業員アイデア」の３つの活用 
 ・積極的なＭ＆Ａ、他社との協業を推進 

グローバル成長の加速 
 ・既存進出エリア（英国・米国・中国）での成長実現 
 ・ 欧州やインド等におけるブランド認知の拡大への 
取り組みを進める 

 ・高収益構造への変革を実現する

快適

美

健康

個性豊かで個性豊かで
高次元な感性・品質高次元な感性・品質

拡大

拡大

拡大

深  耕

深  耕

深  耕

「美・快適・健康」領域を、「高い感性と品質」で支えられた 
新たな商品とサービスで、深耕・拡大していく

国内 

海外

拡大を目指す事業領域


